
⻄新⼩岩五丁⽬地区
第２回まちづくり推進協議会
令和5年７月２日(日) 新⼩岩北地区センター ホール
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本日の内容 ４. 第３回アンケート（案）について

６. 質疑応答・意⾒交換

３. 第２回アンケート調査結果の報告

２. これまでの取組みと今後の進め方
１. 開会

５. 防災⽣活道路の拡幅整備に関する情報提供
1
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１．これまでの取組みと今後の進め方
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⻄新⼩岩五丁⽬町会から防災街づくりの取組への要請⻄新⼩岩五丁⽬町会から防災街づくりの取組への要請

令和３年10月６日

総合危険度・⽕災危険度のランク５に位置付け（第8回）総合危険度・⽕災危険度のランク５に位置付け（第8回）

現況調査、防災まちづくり検討会の開催（計２回）現況調査、防災まちづくり検討会の開催（計２回）

⻄新⼩岩五丁⽬町会から防災まちづくり構想の提案⻄新⼩岩五丁⽬町会から防災まちづくり構想の提案

防災街づくり計画の策定防災街づくり計画の策定

第1回アンケート調査の実施第1回アンケート調査の実施

第１回まちづくり推進協議会第１回まちづくり推進協議会

令和４年４月

令和５年２月25日

令和４年11月

平成26年〜

平成30年

令和元年〜令和3年

第2回アンケート調査の実施第2回アンケート調査の実施令和５年５〜６月

（１）これまでの取組み

第２回まちづくり推進協議会第２回まちづくり推進協議会令和５年７月２日
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方針
２

方針
１

建物の不燃化の促進（防災街区整備地区計画）

防災生活道路の拡幅整備（密集事業）

（２）まちづくりの進め方
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【第2回アンケート】
・建築物の構造に関する

防⽕上必要な制限
・敷地⾯積の最低限度

（３）建物の不燃化の促進
防災街区整備地区計画（素案）作成までのスケジュール

第４回アンケート調査第４回アンケート調査

第４回まちづくり推進協議会第４回まちづくり推進協議会令和６年２月頃

令和５年１月頃

第2回アンケート調査第2回アンケート調査令和５年５〜６月

第２回まちづくり推進協議会令和５年７月２日

第３回アンケート調査第３回アンケート調査

第３回まちづくり推進協議会第３回まちづくり推進協議会令和５年秋頃

令和５年秋頃 【第3回アンケート】
・垣・柵の構造
・建物の形態・意匠の制限

【第4回アンケート】
・特定建築物地区整備計画
・間⼝率の最低限度
・建物の⾼さの最低限度
・壁⾯の位置の制限
・壁⾯後退区域における

工作物の設置の制限地区計画（素案）の作成地区計画（素案）の作成
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まちづくり推進協議会⇒事前に⾏ったアンケート調査の結果報告と
次回アンケートの内容について意⾒交換
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２.第２回アンケート調査結果の報告
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アンケートにご協⼒いただき有難うございました。

対 象 ⻄新⼩岩五丁⽬に⼟地・建物を所有する方

実施期間 令和5年5月26⽇〜令和5年6月20⽇

実施方法 登記簿を基に、
郵送配布、郵送またはオンラインによる回収

結 果 回答件数︓281件（郵送220件、オンライン61件）
回 収 率︓22.3％（281／1,256）
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問１ 燃えにくい建物への建替えについて

必要だと思う

68%

どちらかといえば必要

22%

どちらとも言えない

6%

あまり必要だと思わない

1%

必要だと思わない

2% 無回答

1%

回答件数：281件
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問２ 新たに敷地を分割する際の敷地⾯積の最低限度について

必要だと思う

52%

どちらかといえば必要

23%

どちらとも言えない

20%

あまり必要だと思わない

0.4%

必要だと思わない

3% 無回答

2%

回答件数：281件
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⾃由意⾒欄について（一部抜粋）

防火対策に対しては、建材や敷地面積
の規制など、居住者の命に関わる問題
なので半強制的で構わないと思いま
す。街規模で変化するには時間の掛か
る事なので、急ぐ必要が有ると思いま
す。

何が原因で火災が起きるか分からない
ので耐火建築は必要と思いますが、や
はり費用の面の心配も感じます。

早く本気でやらないと２度ほど火事が
あり、消防ホースを平和橋通りから
ホースをつなげていた。消防車が入ら
ないと風向きによっては大火になる恐
れがありますね。

防火制限を変更するということは建築
費用も変わることも説明したほうがい
いと思います。建築費用が上がれば建
て替えできなくなる方も出てくると思
います。

集合住宅にしても戸建てにしても、

火災は絶対防ぎたいものです。お互い
のために、少しでも早くこの66㎡の
ルールを定め、決めてほしい。道路の
幅も広くしてほしい。

たくさんのご意⾒、有難うごさいました。

【まちづくりのルール（地区計画）に関するご意⾒】

【その他防災まちづくりに関するご意⾒】

防災公園ができたので、最大限活用で
きるまちづくりをお願いします。
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アンケート結果を受けた地区計画（素案）への反映

アンケート結果をふまえて、
地区計画（素案）には以下の制限を位置づけ

■建築物の構造に関する防⽕上必要な制限
（燃えにくい建物への建替え）
・準防⽕地域内の建築物は、延べ⾯積が５００㎡を超える

建築物は耐⽕建築物等とし、その他の建築物は耐⽕建築
物等又は準耐⽕建築物等としなければならない。

今回の制限

防⽕造
建築物
500㎡
以下

準耐⽕建築物
1.500㎡以下

耐⽕建築物４階以上

３階

２階

１階

準耐⽕
建築物
500㎡
以下

耐⽕建築物４階以上

３階

２階

１階

準防⽕地域（現在）
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アンケート結果を受けた地区計画（素案）への反映

■敷地⾯積の最低限度
・建築物の敷地⾯積の最低限度を６６㎡とする。

例）１５０㎡の土地の場合

150㎡
×
60㎡90㎡

80㎡ 70㎡
〇

〇

150㎡
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３.次回（第３回）アンケート(案)について
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皆様が今後、建替えや改修を⾏う際に、道路沿いに危険な
ブロック塀を設置することができないよう、⽣け垣や⾼さの
低い塀とすることを検討しています。
これについていかがお考えですか︖

・必要だと思う／どちらかといえば必要
・どちらとも言えない
・あまり必要だと思わない／必要だと思わない

問１ 道路沿いの垣や柵、塀について（案）
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平成30年の⼤阪北部地震では、
⾼さ1.6ｍのブロック塀の倒壊
により⼥児が死亡

・地区には、⾼さの⾼いブロック塀
が存在する箇所が複数あり

・幅員の狭い道にブロック塀のある
箇所
⇒災害時に倒壊し、道路閉塞により

避難の支障となる危険あり

（１）道路沿いの垣や柵、塀の現状
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生垣 透過性のある

柵・フェンス
ブロック塀
（0.6ｍ以下）

0.6ｍ以下

※ただし、門柱及び地盤面から0.6ｍ以下のコンクリートブロック塀等はこの限りではない。

・道路に⾯する場所に設置する垣や柵、ブロック塀を、
⽣け垣や透過性のあるフェンス、⾼さの低い塀とする

・上記により、防災上安全で、緑の多いまち並みを創出

（２）道路沿いの垣や柵、塀の規制
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⽣け垣や透過性のあるフェンス、⾼さの低い塀（例）



問２ 建物の形状や色彩について（案）

皆様が今後、建替えや改修を⾏う際に、建物の形状や
デザイン・色彩は、周辺環境と調和した落ち着きのある
ものとするルールを設けることを検討しています。
これについていかがお考えですか︖

・必要だと思う／どちらかといえば必要
・どちらとも言えない
・あまり必要だと思わない／必要だと思わない
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・建物の形状やデザイン・色彩は、周辺環境と調和した
落ち着きのあるものとする。

（１）建物の形状や色彩の規制

×

周辺のまち並みと調和しない
形状や色彩の建物は避ける
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４．防災⽣活道路の拡幅整備に関する情報提供
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５.質疑応答・意⾒交換
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ご参加いただき、有難うございました

葛飾区 都市整備部 都市計画課 地域街づくり担当係
〒124-8555 東京都葛飾区⽴⽯5-13-1
担当︓⼤⾕ 萩⾕ 電話︓03-5654-8332

街づくりに関するご意⾒・お問い合わせ先
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